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ハワイ大学・海洋研究開発機構・千葉大学・愛知県立大学の国際共同研究チームは、次世代
型の気象衛星ひまわり 8 号の観測データを用いて、日本の植物が季節によってどう変化するの
か上空からのモニタリングを行いました。その結果、葉が開く展葉時期や葉が落ちる落葉時期
などの季節変化を約 4 日という短い間隔で頻繁に捉えることに成功しました。気象衛星の利用
により広域の植生モニタリングを強化できることが実証されたことで、気候変動が植生に及ぼ
す影響をより詳細に把握できることが期待されます。この研究成果は国際学術誌「サイエンテ
ィフィック・リポーツ（Scientific Reports）」に 10 月 30 日に掲載されました。 

 
■ 背景 
 森林など植物は季節毎に姿を変えますが、その変化
は私たちの生活にも身近な現象です。例えば、桜の開
花日や紅葉日は毎年ニュースになり、私たちは気候の
寒暖を植物の変化からも感じています。植物の集団は
植生と呼ばれ、温室効果ガスである二酸化炭素の吸収
源としての役割も担っており、植生が季節によってど
のように変化するのかといった、植物季節（解説１）
を把握することは、二酸化炭素の排出削減目標を達成
するためにも重要です。 
  これまで、人工衛星による植生モニタリングが試み
られてきましたが、雲が観測の妨げになるという課題
がありました（図１）。例えば、2017 年 12 月に JAXA
によって打ち上げられた衛星「しきさい」は、北極・
南極付近を通り地球を周回する軌道（極軌道）であ
ることから、同一地点を観測できる数は 1 日約 1 回
程度に限られており、観測時に雲がある地域では地
表面を観測することができません。 
  一方、主に気象観測に用いられている次世代型静
止軌道気象衛星「ひまわり 8 号」では、地球の自転
とともに地球の回りを移動するため、地球上からは
常に同じ場所にあります。このため、10 分単位で地
表面の同一地点を観測し、カラー画像として記録す

図１. 衛星による地表面観測の際の雲の有無の重要性。雲が
ないと観測可能だが（左）、雲があるとあると不可能（右）。 
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図 2．従来型の衛星（極軌道衛星）と静止軌道衛星。ひま
わり 8 号に代表される静止軌道衛星は高頻度で観測が可
能。 



 

ることで、雲の晴れ間が出た際に地表面をクリアに観測することができます（図２）。 
 今回、国際共同研究チームは、このひまわり 8 号の観測データを植生モニタリングに適用し、
日本国内の植生観測がどの程度向上するのか解析しました。 
 
■ 結果 

2016 年のデータを解析した結果、ひまわり 8 号では、従来型の極軌道衛星である米国 Suomi 
NPP 衛星と比較して、約 26 倍の頻度でデータを取得できることがわかりました。また、ひま
わり 8 号の方が雲のないデータを多く得られることもわかりました。観測地域に台風が到来し
た前後では上空に雲が連続してかかってしまい、良質なデータが得られないことが一部ありま
したが、それ以外では、雲のないデータを取得するのにかかる日数の間隔が、従来型の衛星で
は 7〜16 日であったのに対し、4 日程度で得ることができました。さらにひまわり 8 号では、
植物の量や活力を表す植生指標（解説 2）の季節変化として、春の葉が開く展葉時期から、秋
の葉が落ちる落葉時期までの植生の変化をほぼ連続的に取得できました。展葉や落葉といった

図 3．高山観測サイトにおけるひまわり 8 号(中段)と Suomi NPP 衛星(下段)による植生指数の季節変化。観測サイトにおける下向きに撮影
したカメラ画像。 



 
植生変化は現地観測で得られた樹木のカメラ画像ともよく一致しており、展葉時期に植生指数
が増大し、逆に落葉時期には植生指数が減少することを正確にとらえられることもわかりまし
た（図３）。 
 今後、気象衛星ひまわり 8 号による植生モニタリングの対象領域を広げ、東南アジアなどの
雲が多い熱帯地域においても植生の変化を観測することで、植生に対する気候変動の影響につ
いて科学的な知見を提供できることが期待されます。 
 
■研究者からのコメント 

ハワイ大学の Tomoaki Miura 教授は「静止気象衛星ひまわり 8 号で観測可能となった詳細な
植物季節の変化情報は、色々な形での応用利用が期待されます。例えば乾期やその他の自然災
害による植生の活性度低下の早期発見にも応用可能と思われます」と述べています。 

また、千葉大学の市井和仁 教授は「本成果は、気象観測を主目的とした『ひまわり』が、植
生モニタリングにも適用できるといった、『ひまわり』の可能性を広げるよい実例であると考え
ています。今後、従来の衛星観測では見えなかった様々な植生変動が検出できるかと考えてい
ます」としています。 
 
■研究プロジェクトについて 

本研究は、日本学術振興会外国人招へい事業(L18554)と、千葉大学環境リモートセンシング
研究センター共同利用研究(国際)として実施されました。本研究で使用したひまわり 8 号デー
タは千葉大学環境リモートセンシング研究センターで公開しているデータを用いました。 
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■ 解説 
1. 植物季節 
 気温や日照時間などの季節変化に反応して植物が示す現象で、発芽・展葉・開花・紅葉・落
葉などが挙げられます。桜の開花日や紅葉日は広く知られている植物季節の指標の一つです。 
 
2. 植生指標 
 衛星観測データを使い、植生による光の反射の特徴を用いて、簡易な計算式で植生の状況を
把握することを目的として考案された指標。植物の量や活力を表し、高い値ほど植生の量が多
く活力が高くなります。 
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   Tel:043-290-3855, メール: ichii@chiba-u.jp 
・ University of Hawaiʻi at Mānoa, Prof. Tomoaki Miura （日本語可） 
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・ 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 主任研究員 永井信 
   Tel:045-778-5594, メール: nagais@jamstec.go.jp 
・ 愛知県立大学 情報科学部 教授 吉岡博貴  
   Tel:0561-76-8774, メール: yoshioka@ist.aichi-pu.ac.jp 
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・ 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 海洋科学技術戦略部 広報課 
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・ 愛知県立大学 戦略企画・広報室 吉田 将典 
   Tel:0561-76-8636, メール: masanori_yoshida@puc.aichi-pu.ac.jp 


